



















































































































1 万 3,672ha（東西約 18km、南北約 11km）、森








は、国道 212 号が南北に、国道 387 号が西から東
北に、国道 442 号が東方に、いずれも中心地の宮
原地区を通過して放射状に走っている（Figure2）。
人口は、1996 年（平成 8 年）4 月 1 日現在で
9,860 人。うち男 4,694 人、女 5,166 人で、世帯数
は 2,976 戸である。人口の推移は、1920 年（大正
9年）の第 1回国勢調査時 10,203 人であったが、
その後増加の一途をたどり、1955 年（昭和 30 年）
16,467 人に達した。しかし、高度経済成長を期
に減少を始め、1965 年（昭和 40 年）14,361 人、
1975年（昭和55年）11,228人、1985年（昭和60年）
10,464 人、1995 年（平成 7 年）9,412 人まで減少




口減少は 1965 年から 70 年の 5 年問に 12.90% を
記録してからは、やや減少率低下の方向に向かっ
ており、1990 年から 95 年の 5年間での減少率は
4.59％となっている。
一般に過疎地域の人口減少の主たる原因とし
て、10 代後半から 20 代前半の若年層の流出が挙
げられる。しかし、小国町については、それはあ
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外部参入者の年齢構成としては、20 代と 40 代
が中心であるが、20 代から 70 代までと広範に分
布している。具体的には、20 代が 7 人、30 代が
3 人、40 代が 7 人、50 代が 1 人、60 代が 3 人、





が 1人、さらに英国が 1人の、計 5人がいる。
（3）家族構成と住居形態移





















































Table	1（その 1-a）小国町の外部参入者の実態（その 1-b と各行が対応）






























1992 年 10 月北
里地区に移住、
福岡出身





























1996 年 4 月北里
地区に移住、福
岡出身












































































・ 83 年春に 7 年間居住した
東京から U ターン
・以降長陽村で 15 年目









































































































































































Table	1（その 2-a）小国町の外部参入者の実態（その 2-b の各行に対応）















・ 組 み 木 館 は 北
里地区
・ 当初はウッディ


















・ 本人 45 歳、奥
さん 45 歳、佐








































居、 ア ト リ




・ 小 国 町 の「 羊
ガ岡牧場」
・ 仕事でよくイギ
リ ス や ス コ ッ




























・ 本人 28 歳、





・ 1995 年 12 月か
ら 一 番 街 商 店
街「 一 目 屋 」



































































































・ 小国町へは太宰府市から毎週 2 日位の割














































・ 店と住居物件は不動産屋の H 氏に探し
てもらった














Table	1（その 3-a）小国町の外部参入者の実態（その 3-b の各行に対応）
外部参入者 家族、住居など 職業、勤務地 小国町移住・参入前の居住 小国移住・参入のきっかけ
〈L 氏〉
1992 年 5 月上田
地区に移住、福
岡出身
・ 本人 37 歳、 
奥さん 34 歳、
大分出身、長
































・ 本人 28 歳、奥
さん33歳（N氏）
・ 1995 年 11 月宮
原地区の町営
アパート
























・ 本人 33 歳、夫
28 歳（M 氏）
















1996 年 5 月宮原
地区に移住、熊
本出身























1996 年 4 月宮原
地区に移住、福
岡出身





































































































・ 外部からきた農業の L 氏や悠木産業の
M 氏の家に遊びに行く



























Table	1（その 4-a）小国町の外部参入者の実態（その 4-b の各行に対応）
外部参入者 家族、住居など 職業、勤務地 小国町移住・参入前の居住 小国移住・参入のきっかけ
〈Q 氏〉
































1995 年 4 月宮原
地区に移住、東
京出身





































・ 1991 年 6 月から小国町役







































































・ 本人 50 歳位、




















































































































































































































































































































































































11．〈K氏〉 ・お客さんや外部参入者との接触 ・ お店が主婦の溜まり場になり
つつある






































































































































移住者の出身地からみると、I ターンが 12 人、
J ターンが 3人、Uターンが 2人である。また、












































































































































外部参入者 外部者の参入経緯 参入形態 生産スタイル 生活スタイル 将来の分類推察 分類
1.〈A 氏〉 大分→東京→宮城→小国町 飛び込み型 創作活動型 ひっそり型
現在登録居住者。将来再度移住者と
して他地域へ移住する可能性あり TH
2.〈B 氏〉 福岡→東京→福岡→小国町 呼び込み型 創作活動型 ひっそり型
現在登録居住者。将来年齢等で登録
居住者として永住する可能性あり TH
3.〈C 氏〉 福岡→広島→小国町 飛び込み型 創作活動型 にぎやか型 現在登録居住者。将来再度移住者として他地域へ移住する可能性あり TH



























8.〈H 氏〉 熊本→小国町 飛び込み型 事業・商売等型 ひっそり型
現在登録居住者。将来も登録居住者
として永住する可能性あり TH


























































外部参入者 外部者の参入経緯 参入形態 生産スタイル 生活スタイル 将来の分類推察 分類






15.〈O 氏〉 熊本→小国町 飛び込み型 一次産業型 ひっそり型 現在登録居住者。将来再度移住者として他地域へ移住する可能性あり TH
16.〈P 氏〉 福岡→北海道→福岡→小国町 飛び込み型 一次産業型 ひっそり型
現在登録居住者。将来再度移住者と
して他地域へ移住する可能性あり TH
17.〈Q 氏〉 福岡→米国→小国町 呼び込み型 事業・商売等型 にぎやか型
現在登録居住者。将来再度移住者と
して他地域へ移住する可能性あり TH












20.〈T 氏〉 天瀕町→小国町 飛び込み型 事業・商売等型 ひっそり型
現在登録居住者。将来再度移住者と
して他地域へ移住する可能性あり TH

















































































































































































































































1985 年 ・F 氏が小国町を訪れる
1986 年 ・ A 氏が初めて移住。U 氏がたびたび訪れる
1988 年 ・ B 氏がたびたび訪れる。C氏が初めて訪れる









・ L 氏が初めて訪れる。S 氏
が 6 月から役場勤務
1992 年
・ B 氏が 10 月に移住。C 氏
がたびたび訪れる
・ D 氏が 2 月に初めて訪れ
る。L 氏が 5 月に移住。T
氏が 1 月に移住
1993 年








1994 年 ・ G 氏、R 氏が初めて訪れる。K 氏が移住
1995 年
・ D 氏がアトリエを建設。 
G 氏が積み木館を建設
・ J 氏が移住。M, N 氏が初
めて訪れ、11 月に移住。
R 氏が 4 月に移住
1996 年
・ C 氏、P 氏が 4 月に移住。
F 氏がアトリエ建設。Q


















































































































































































































































































































Given the ages of communication to follow in the next century, this paper 
focuses on the immigration process of outsiders into mountainous communities 
in Japan by analyzing the notion of “habitant.” With Oguni Town, Kumamoto 
Prefeture as a case study area, illustration has been made to identify 
differences in types of habitants, such as inhabitants, semi-habitants and 
trans-habitants, from among those outsiders who practically reside in Oguni. 
The case study has contributed a great deal to the fostering and vitalization of 
these proposed notions. In conclusion further extensions have been suggested 
to improve their applicabilty and practicality, especially, related to vitalization 
of mountainous regions.
Keywords:
immigration process, habitant, ages of communication, vitalization of 
mountainous regions
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